
広報ガイド

※番組は一部、放送曜日・
　時間が変更となることが
　あります。

テレビ ラジオ
FTV KFB rfc

ふくしまFM

FCT TUF

キビタンGO！ シェア！
「ふくしまここが知りたいデス！」

ふくしま
チャレンジ通信

キビタンスマイル
～ひとつ、ひとつ、
　　　実現する ふくしま～

ふくしま
チャレンジ情報館

ウィークリー
県政ニュース

サタふく
「ふくしま調査隊」

ウィークリー
県政トピックス

毎週水曜

20:54～
20:58

毎週土曜

20:54～
20:57

毎週土曜

18:55～
19:00

毎週土曜

17:55～
18:00

月1回程度
土曜

12:00～
14:00内

月1回程度
最終水曜

18:15～
19:00内

毎月最終
火曜

12:30～
12:45

毎週月曜
～金曜

17:30～
17:35

（再放送）毎週日曜　24:50～24:55

広報誌のバックナンバーや番組
の詳細などをご覧いただけます。

  福島県　広報ガイド  検索

県の情報を
テレビやラジオで
チェック！

キビタンの

わかる
県政

キビタンの

わかる
県政

県職員の給与
　福島県の職員（一般職員、警察官、教員など）の
給与についてお知らせします。

問県庁人事課　☎024（521）7035 詳しくは、
ホ－ムペ－ジをご覧ください。 検 索令和３年度福島県人事行政の運営等

1  人件費の状況（令和2年度普通会計決算） 3  職員手当の状況

2  初任給月額および平均年齢、平均給料月額の状況

4  特別職の報酬等の状況 ※令和３年4月1日現在

5  一般行政職の級別職員数の状況
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 10級 合計
標準的な
職務

主事
技師

主事
技師

主査
副主査

主任主査　
主査

副課長　
主任主査

本庁課長　
主幹

本庁部次長
本庁課長 本庁部次長 本庁部長 本庁部長

職員数 764 人 924 人 1,060 人 1,797 人 714 人 731 人 152 人 52 人 31 人 2人 6,227 人
構成比 12.3％ 14.8％ 17.0％ 28.9％ 11.5％ 11.7％ 2.4％ 0.9％ 0.5％ 0.0％ 100.0％

※代表的な職種である一般行政職員に適用されている級別標準職務と、その職員数および構成比の令和３年４月１日現在の状況です。

［※各数値の出典は、令和３年４月１日現在の「地方公務員給与実態調査」などです。］

区　分 初任給 平均年齢 平均給料
月額学歴区分 給料月額

一般行政
職員

大学卒 193,100 円
42.9 歳 327,000 円

高校卒 158,400 円

警察官
大学卒 220,500 円

37.5 歳 324,700 円
高校卒 180,100 円

高等学校
教員 大学卒 215,400 円 46.1 歳 395,700 円

小・中学校
教員 大学卒 215,400 円 47.0 歳 384,000 円

※平均給料月額については、令和３年４月１日現在における職種ごとの職員の基本
給の平均を記載しています。

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）

1兆4,049億6,495万4千円 2,543億1,604万7千円 18.1%
（前年度 20.2%）

※人件費には、特別職に支給される報酬なども含まれています。
〈参考〉一般職に属する職員数：	令和３年４月１日現在 25,648 人
	 （令和２年４月１日現在 25,415 人）

　毎月支給される扶養手当や住居手当をはじめとして、勤務実績に
応じて支給される時間外勤務手当、退職者に支給される退職手当
など、各種手当を国に準じて支給しています。
　期末・勤勉手当については、次のとおり年２回支給しています。

支給日 期末手当 勤勉手当 合　計
６月30日 1.25月分 0.95 月分 2.20 月分
12月10日 1.25月分 0.95 月分 2.20 月分
合　計 2.50月分 1.90 月分 4.40 月分

※令和３年４月１日現在における一般の職員の支給割合を記載しています。

給料月額

知　事  1,122,000円
（1,320,000円） 副知事 　927,000 円

（1,030,000 円）

議員報酬月額
議　長 1,010,000円 副議長 　900,000 円
議　員 　830,000円 　 　

※知事・副知事の給料月額については、それぞれ15％、10％の減額後の額を記載
しています。（　）書きは、減額前の額です。

※期末手当は、年間 3.30 月分を２回に分けて支給しています。

読者からのお便り2021年
12月号5 10月号のわかる県政の「はぴ福なび」。県のシステムなら、安心して利用できると思います。出会いの機会があることはとても

貴重。写真撮影のキャンペーンも面白くていいですね。（福島市 50代）


